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平素より、蓮田市の障がい福祉行政にご理解、ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

さて、令和４年１２月２１日にご提出のありました、蓮田市障がい者関連施策に関

する要望書につきまして、別紙のとおり回答いたします。 
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蓮田市障がい者関連施策に関する要望書 

 

障がいの理解及び制度の全般 

１．地域生活支援拠点事業については、埼葛北地域について面的整備の方針と聞いています。どのよ

うな機能をどの地域のどこが分担しているのか教えてください。 

（福祉課回答） 

昨年度と同様の回答になります。地域生活支援拠点については、埼葛北地区地域自立支援協議会

を構成する蓮田市、白岡市、幸手市、宮代町、杉戸町の３市２町で設置しています。自立支援協議

会圏域の市町、基幹相談支援センター・委託相談支援事業所、サービス事業所（障害者支援施設、

グループホーム、通所事業所、指定特定相談支援事業所）が一体となり、５つの機能（①相談、②

緊急時の受け入れ・対応、③体験の機会・場の提供、④専門的人材の確保・養成、⑤地域の体制づ

くり）を担います。 

これらの関係機関が円滑に連携できるよう、地域生活支援拠点にコーディネーターを配置する

とともに、自立支援協議会の部会として「地域生活支援拠点連絡会」を設置しております。 

地域生活支援拠点の分担する地域としては、圏域全体を１つの地域と考え、体制整備に努めてい

ます。 

２．蓮田市手話言語条例の周知、市民への手話の普及などについて蓮田市の施策の状況を教えて下

さい。 

（福祉課回答） 

昨年度と同様の回答となります。蓮田市手話言語条例については、蓮田市ホームページで周知し

ております。また、条例制定時は、リーフレットを作成し、自治会への回覧、市内全小中学校の児

童生徒への配布を行いました。さらに、公共施設や保育園、幼稚園などで配布するほか、蓮田市聴

覚障害者協会や蓮の実会にご協力いただき、広く配布し、周知しました。 

職員への普及啓発としては、平成３０年度、令和元年度に職員手話講習会を開催しました。令和

２年度、令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施できませんでしたが、令和４

年度は実施し、６７名が参加いたしました。令和５年度も引き続き実施する予定でおります。 

市民への手話の普及については、継続的に、手話奉仕員養成講座（入門過程・基礎課程）、手話

通訳者養成講座Ⅰ過程を実施し、手話の普及を図ってまいります。 

引き続き、手話に対する理解の促進、手話の普及、手話を使用しやすい環境の整備に努めてまい

ります。 

３．ハストピア等での催し開催時に、授産製品の販売をする場合にも利用料の減免ができるように

して下さい。 

（文化スポーツ課回答） 

ハストピア施設内で物品販売を行う場合は、通常の施設使用料に１００％が加算されます。また、

その催事が施設使用料の減免対象の場合は、物品販売が行われると、減免対象ではなくなってしま

います。今後使用料を見直す際には、減免の対象などについても検討していきたいと考えておりま

す。 

４．交通や医療費など障害者の生活に密接にかかわる支出が家計の負担を増大させています。負担

軽減の為、また障がいのある人のさらなる社会参加のため以下の内容について実施してください。 

①JR や高速道路料金など減免の範囲を拡大し、一日も早く精神障がい者も利用できるように関係

機関に要請してください。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答になります。ＪＲや高速道路料金の減免につきましては、ＪＲ各社やネクス

コ各社が自社の公共性を鑑みて、会社ごとに判断をしております。こちらにつきましては、いわゆ

る企業努力の部分になります。今年度、要請の機会はございませんでしたが、機会を捉えて要請し

たいと思います。 

②在宅重度心身障害者手当を精神障がい者手帳 2 級の人にも拡大するよう県に働きかけてくださ
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い。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答になります。精神障害者保健福祉手帳２級の方は、当該制度において「重度

の障害者」にはなっておりませんので、手当の対象にならないと考えております。今年度、要請の

機会はございませんでしたが、機会を捉えて県に働きかけたいと思います。 

③福祉タクシー券、燃料費助成券の給付枚数を増やすとともに、利用範囲や支給対象を拡大して

ください。    

・福祉タクシー券は従前の発給枚数に応じて 50 枚の支給を行ってください。 

・タクシーの初乗り利用を福祉タクシー券 2枚まで認めてください。 

 ・交付対象を身体障害者手帳下肢 5級まで拡大してください。 

 ・コロナ禍の外出自粛で手元に残った福祉タクシー券は年度を超えても使えるようにして下さ

い。 

（福祉課回答） 
交付枚数を５０枚にしてほしい、また、対象者について身体障害者手帳下肢５級まで拡大してほ

しいとのご要望ですが、福祉タクシー券及び燃料費助成券は、主に重度の心身障害者の方を支給対

象としている制度となります。限られた財源の中で実施している事業となりますので、交付枚数及

び対象者につきましては、サービスが低下することがないように、現状維持に努めたいと考えてお

ります。 
福祉タクシー券の利用を１回２枚まで認めてほしいとの要望ですが、令和４年１０月に開催さ

れた福祉タクシー運営協議会において、１回の利用につき２枚まで使うことができるよう決定さ

れました。市といたしましてもこの決定を受け、令和５年度から乗車料金が初乗運賃相当額の２倍

以上の額である時は２枚まで使うことができるよう制度の改正を進めております。 
手元に残った福祉タクシー券について年度を超えても使えるようにしてほしいとの要望ですが、

原則として、市では予算単年度主義として、４月１日から翌年３月３１日までで予算を作成してお

りますので、交付を受けた年度に使用するようお願いいたします。 

④自立支援医療の自己負担を無料にしてください。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答になります。自立支援医療は、本人や世帯の所得に応じ、原則的には自己負

担が最大でも１割負担を上限に軽減される仕組みとなっています。しかしながら、費用が高額な治

療を長期間にわたって継続しなければならない方（いわゆる「重度かつ継続」の対象になっている

方）に対しては、更に低い自己負担上限額を設定しております。 
このように、すでに必要な方には相応の軽減措置が図られている制度でございますので、ご理解

いただきたいと思います。 

⑤埼玉県重度心身障害者医療費助成制度の拡充に向けて、以下の内容について県に要請してくだ

さい。 

 ・65 才新規取得者の制限条項を撤廃すること。 ・所得制限ついては廃止してください。 

 ・助成対象は精神障害者手帳 2級も全年齢に渡って対象とすること。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答となります。平成２７年１月より、埼玉県の要綱改正に合わせ、精神障害者

保健福祉手帳１級所持者を支給対象者とし、６５歳以上の新規の重度心身障害者の方を支給対象

外といたしました。当該改正につきましては、高齢の方々は、介護保険制度などの高齢者の施策で

総合的に支援していくという考え方に基づいております。 
所得制限の導入につきましては、限られた財源の中、対象者を真に経済的負担の軽減が必要な低

所得者に限定するため、埼玉県の要綱改正に合わせ、導入したものです。ご理解いただきますよう

お願いいたします。 
なお、所得制限の基準としては、世帯所得ではなく、本人所得のみを対象とし、所得制限額は特

別障害者手当の基準に準拠するものです。 
精神障害者保健福祉手帳２級の方は、現在のところ、重度心身障害者医療費助成制度上、「重度



 

3 
 

の障害者」とはならないと考えており、制度の対象外となっております。 
なお、この医療費助成制度につきましては、令和４年１０月１日診療分から現物給付の範囲を埼

玉県内に拡大し、制度の充実を図りました。 

暮らしの場に関ること  

５．蓮田市に障害者支援施設が設置できるよう、具体的な手立てを講じてください。 

① 誘致が進められるよう、建設に関わる費用の補助、市有地の提供、市街化調整区域での建設

の許可等、市は入所施設の整備に向けた具体的な方策を示してください。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答になります。入所施設の利用につきましては、埼玉県が入所を希望されてい

る方の入所調整を行い、障害の区分や家庭状況、緊急度等に応じて優先順位付けをして調整を図っ

ています。蓮田市にある施設だからといって、市内の方を優先的に入所していただけるものではご

ざいません。一方、平成２８年３月議会におききまして、「入所更生施設の建設促進に関する請願」

が採択されております。こうしたことを総合的に鑑みまして、建設に関わる費用補助等について検

討していくものと考えます。市有地の提供については、入所施設を整備するためには広大な土地が

必要となりますし、入所施設が前述のとおりのものであることから難しいと考えます。 
また、市街化調整区域の建設許可につきましては、埼玉県の開発審査会に諮る必要がありますし、

入所施設は、埼玉県の指定を受けなければなりませんので、蓮田市だけで判断できるものではあり

ません。 
入所施設の整備に向けた具体的な方策を示すことは難しいですが、蓮田市としましては、入所施

設を整備したいという事業所に対し、連携を図りながら、施設の整備について可能な支援を行って

まいりたいと考えております。 

② 現在、設置経営を希望する法人があります。市内に入所施設ができるようにして下さい。    

（福祉課回答） 
現在、旧小児医療センター官舎跡地について、入所施設が整備できないか、土地所有者の埼玉県

と協議を進めております。埼玉県の方針として、当該土地を直接、設置運営を希望する法人に売却

等することはできないと聞いております。 
また、市としまして、当該土地を購入することは厳しい状況です。 
このような中、市内に入所施設を整備したい法人があれば、引き続き市としてできる支援を研究

してまいります。 

  ③ 2022 年 12 月時点の、蓮田市からの入所施設の利用者数、市外施設の利用者数、待機者数を

教えてください。 

（福祉課回答）     

入所施設の利用者６０名で、市外施設の利用者は５名となっています。また、入所施設に係る現

在の待機者は１８名です。 

６．蓮田市に障がい者の暮らしの場が増えるように必要な手立てを講じてください。 

  精神障がい者の暮らしも深刻です。家族依存が温存され、親亡き後の問題が顕在化しています。 

① 2022 年 12 月時点の、蓮田市のグループホームの数、定員、蓮田市からの利用者、空き状況

を教えてください。 

（福祉課回答） 
蓮田市内で県に登録しているグループホーム（共同生活援助）は、令和４年度に２か所開所しま

して、現在、１２か所あり、定員は合計で５３名です。いずれのグループホームも既存のアパート

や建物を法人が借り受け運営しているものと思います。 
蓮田市からの利用者数は７名です。空き状況については、申し訳ありませんが、市で把握してお

りません。 

② グループホームや入所施設の新設等を含めて、幅広く検討する機会を設け、具体的な計画を

示してください。 

（福祉課回答） 
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自治体が行う入所施設やグループホームの整備に対して、国や県は補助金を認めておらず、蓮田

市として直接、施設整備を行う予定はありません。 
また、入所施設及びグループホームの指定の権限につきましては、埼玉県であり、蓮田市ではあ

りません。こうした制度のもと、入所施設及びグループホームの新設を社会福祉法人に対して積極

的に働きかけることは難しい状況ですが、今後研究してまいりたいと考えております。 

蓮田市では、「かがやき はすだプラン」を策定していますが、当該計画にあるとおり、入所施

設やグループホームの設置を希望する事業者から相談等がありましたら、設置に向けて、積極的な

支援を行ってまいりたいと考えております。なお、前述したとおり、令和４年度に新しく２か所（定

員１０名）整備されました。 

③ 家賃補助、重度者への加算など、精神障がい者を含めて誰もが安心して利用することができ

るホームの整備促進に向けた方策を示してください。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答になります。グループホームの利用者につきまして、生活保護世帯または低

所得（市町村民税非課税）世帯を対象に、利用者一人当たり月額１万円を上限に助成しております。

また、平成３０年度の報酬改定では、重度障害者への支援を可能とするグループホームの新たな類

型が新設され、報酬も設定されております。今後も、国の動向に注意しつつ、適正な障害福祉サー

ビスにかかる助成や報酬の支給に努めてまいります。 
グループホームの整備につきましては、②でお答えしたとおりです。 

④ グループホームや入所施設の困難な実態について把握する機会を設けてください。改善に

向けて埼玉県に働きかけるなど力を貸してください。 

（福祉課回答） 

グループホームや入所施設の運営につきましては、各法人がそれぞれの経営体力及び運営方針

に基づき行っていると考えております。それぞれの施設に入所している方が安心して暮らすため

には、施設が安定的に運営できるための財政的基盤や適切な人員確保が必要であると考えており

ます。 

市といたしましては、職員が各施設を訪問などした際に、状況を伺うなど、機会を捉えて実態把

握に努め、今後の施策の参考にしていきたいと考えております。また、貴団体等で把握している情

報等ございましたら情報提供いただけたら幸いです。 

７．短期入所の専用施設の広域での設置について、自立支援協議会構成市町で推進できるように働

きかけてください。 

（福祉課回答） 
短期入所を提供している事業所は、自立支援協議会圏域に７施設（定員２９名）あり、いずれも

入所施設に併設するものです。蓮田市には１施設（定員２名）あります。 

短期入所の専用施設の設置について、昨年度、埼葛北地区地域自立支援協議会の３市２町で検討

する機会はございませんでした。短期入所の専用施設を３市２町で設置することにつきましては、

必要性は十分に認識しておりますが、財源措置、用地確保など課題が多く難しいと考えております。 

日中の活動の場に関ること 

８．「はなみずき作業所」の改築の進捗状況を教えてください。 

  また、「はなみずき作業所」の改築により、新たに設置される「団体交流室」の活用方策等につ

いて教えてください。 

（福祉課回答）  

令和４年７月から改築工事が始まり、令和５年３月下旬頃に新しい作業所が完成し、４月３日

（月）から新しい作業所での通所が始まる予定となっております。現在の作業所につきましては、

新しい作業所が完成した後に取り壊しを行い、８月までには駐車場などの外構工事を行う予定と

なっております。 

団体交流室につきましては、通所者とその保護者等で実施する行事やイベントのほか、近隣住民

の方や福祉的団体、公的機関等が行う会議やイベントなど、未利用時の活用について研究してまい
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ります。 

９．就労に係る施策を拡充して下さい。   

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答になります。市は、蓮田市社会福祉協議会に、蓮田市障がい者就労支援セン

ター事業を委託しています。センターでは職業相談、就職準備支援、職場定着支援などの就労支援

業務と、日常生活の支援、職業生活継続支援などの生活支援業務を行っています。利用登録者は令

和４年１２月１日現在１１６名おり、センターでは、利用者が安心して働き続けられるよう就労と

生活の支援を実施しています。 
また、就労に係る障がい福祉サービスには、就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）、就労定着支援、就労

移行支援があります。令和４年１２月現在の支給決定件数について、就労定着支援は９件、就労移

行支援は２０件、就労継続支援Ａ型は２２件、就労継続支援Ｂ型は８３件となっています。 

今後も、継続して、就労に係る障害福祉サービスの適正な支給決定や障がい者就労支援センター

との連携を図りながら、障がい者の就労支援体制の充実に努めてまいりたいと考えております。 

障がい者が安心して集まれる場所に関ること 

10．精神障がい者が安心して集まれる場所を提供してください。  

  かもめ会に環境学習館の一部施設を貸していただけると聞いています。定期的な優先利用と活

動環境の整備ができるようにして下さい。 

（みどり環境課回答） 

新しい環境学習館は、環境学習の場でありながらも、様々な用途にご利用いただくための会議室

や談話室等の整備を計画しております。広く地域の皆様にご活用いただければ幸いです。 

11．精神障害者当事者会「そよ風」の活動場所の確保に便宜を図ってください。 

  毎月、第３土曜日に定例会をしています。図書館を定期利用できるようにしてください。また、

定例会に精神保健福祉士を派遣してください。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答となります。市内には、さまざまな団体がありますが、必要に応じてご自分

で施設を予約していただいていると思います。定例会の開催等につきまして、お手数ですが、各団

体と同様、そよ風様で施設の予約をいただくようお願いいたします。 
また、特定の団体の定例会に、精神保健福祉士を派遣することは難しいと考えております。何か

あれば、市福祉課、委託相談支援事業所※などにご相談いただければと思います。市福祉課では、

ケースワーカーが不在の場合もありますので、できれば事前に電話連絡等いただけると幸いです。 
※委託相談支援事業所 

埼葛北地区地域自立支援協議会構成市町では、共同で３か所の委託相談支援事業所に委

託しています。 
○埼葛北障害者生活相談支援センターたいよう 

電話：０４８０－４８－７７３１ 
○埼葛北障害者生活相談支援センターふれんだむ 

電話：０４８０－３６－２６００ 
○埼葛北障害者生活相談支援センターひらの 

電話：０４８０－４８－２１１３ 
（社会教育課回答） 

図書館集会施設の利用申込み方法については、各団体と同様、利用したい日の３ヶ月前の１日か

ら２０日までに抽選の申込みをしていただくか、抽選日以降の申込みについては施設に空きがあ

る場合の先着順になります。いずれかの方法で申込みをお願いいたします。 

12．地域活動支援センターを蓮田市に設置してください。 

  精神保健福祉士を常駐させてください。 

（福祉課回答） 
昨年度と同様の回答となります。地域活動支援センターは、埼葛北地区地域自立支援協議会圏域
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市町（蓮田市、幸手市、白岡市、宮代町、杉戸町）で委託しています。センターは宮代町にあり、

精神保健福祉士も配置されています。 
自立支援協議会圏域市町では、現在のところ、新たに地域活動支援センターを設置することは考

えておりません。また、蓮田市単独で地域活動支援センターを設置することは財政的にも厳しいと

考えております。 

13．在宅障害者が地域社会で、安心して市民と共生することのできる施設として、（仮称）障害者福

祉センター等の建設を促進してください。 

（福祉課回答）   

昨年度と同様の回答となります。（仮称）障害者福祉センターの建設につきましては、現在のと

ころ予定しておりません。設置については、今後の検討課題とさせていただきます。 

14．蓮田市には障がい者のための相談支援の事業所がありません。広域での設置となっていますが、

蓮田市の障がい者には使いにくいものになっています。蓮田市に一般相談支援事業所が設置でき

るようにしてください。 

（福祉課回答） 

指定特定相談支援事業所は、これまで蓮田市内に１か所のみでしたが、令和５年２月に新たに１

か所指定し、現在は２か所となっております。委託相談支援事業所は、埼葛北地区地域自立支援協

議会圏域に３か所あります。白岡市、宮代町、幸手市にそれぞれ１か所で、蓮田市内には委託相談

支援事業所はありません。 

相談支援事業の提供するサービスは、いわゆるアウトリーチという形で、事業所の相談員が家庭

訪問等を行い、相談支援を行っております。委託相談支援事業所は市内にございませんが、利用さ

れる方のご不便はそれほどないと考えております。 

指定特定相談支援事業所の指定につきましては、市の権限になります。蓮田市に指定特定相談支

援事業所の設置を希望する事業所がございましたら、積極的に支援してまいりたいと考えており

ます。 

なお、一般相談支援事業所の指定は埼玉県が行っております。今後、一般相談支援事業所設置を

希望する事業所の把握に努め、市としてできる支援を行ってまいりたいと考えております。 

安心で住みやすい町づくり 

15．公共施設のバリアフリー化を推進してください。以下の内容について検討し実施計画を示して

ください。 

 ・公共施設に放送が聞き取れない方のための電光掲示板の設置状況を教えてください。 

（庶務課回答） 

電光掲示板につきましては、市庁舎正面入口付近に会議室案内や庁舎案内のため設置している

ところです。 

今後も設置を継続するとともに情報提供の機能拡大ができるよう検討を進めてまいりたいと考

えております。 

（自治振興課回答） 

公共施設への電光掲示板の設置につきましては、他施設の取り組み等を参考にしながら、引き続

き検討を進めてまいりたいと考えております。 

また、聴覚障がい者の方の利用を想定した非常時における避難・誘導等の職員訓練の実施に努め

ます。今後も利用者の皆様に安心して施設をご利用いただけるよう努めてまいります。 

（社会教育課回答） 

公共施設への電光掲示板の設置につきましては、本庁舎の取組み等を参考にしながら検討を進

めてまいりたいと考えております。 

障がいのあるかたには、個別に対応するピクトグラムやコミュニケーションボード、また筆談に

使っていただけるメモ等を活用するなど、来館者に安心してご利用いただけるよう心がけてまい

ります。メモ用紙は筆談終了後シュレッダーにかけさせていただきます。 

（文化スポーツ課） 
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総合市民体育館につきましては、現在設計をすすめております大規模改修の中で設置できるよ

う進めております。また、総合文化会館につきましては、改修等の機会を捉え、ほかの施設の取り

組みを参考にしながら、引き続き検討を進めてまいりたいと思います。 

今後も文化スポーツ課では、利用者が安心して来館していただけるよう、非常時における避難・

誘導等を想定した職員訓練の実施等に努めてまいりたいと考えております。   

（総合窓口管理課） 

昨年度と同様の回答になります。蓮田駅西口行政センターでは電光掲示板を設置しており、セン

ターの開所時間内は行政情報を流す運用としております。また、災害時にも使用可能なように、非

常用電源対応のものとなっております。 

今後も随時、必要な情報を発信できるように努めてまいります。 

16．ボランティアの養成が進むよう必要な手立てを講じてください。 

（福祉課回答）  

蓮田市でのボランティアの育成・支援拠点は、蓮田市社会福祉協議会となります。ボランティア

活動の支援として、ボランティアセンターの運営、ボランティアの養成と研修、ボランティアグル

ープの連絡協議会の開催等を行っており、令和３年度末で、登録団体は１８団体（令和２年度：１

９団体）、ボランティア登録者数は３６１名（令和２年度：３８４名）となっております。 

ボランティア派遣件数につきましては、新型コロナウイルスの影響により施設への派遣が減少

しているため（社協受付分）１７件（令和２年度：１１件）となっています。また、夏季ボランテ

ィア体験講座数は１４講座に１２７名の参加がありました（令和２年度は新型コロナウイルスの

影響により、夏季ボランティア体験講座を中止し、冬季ボランティア体験講座を開催し２講座に２

５名の参加）。 

令和３年度及び令和４年度ではボランティア養成講座を開催しおり、引き続きボランティアの

育成・支援に取り組んでいきたいと考えております。 

17．AED の未設置地域に設置が進むよう必要な手立てを講じてください。 

  聞こえない人にも対応できるような機能を備えた機器の設置状況を教えてください。 

（健康増進課回答） 

ＡＥＤにつきましては、現在、蓮田市で公共施設４４か所に設置（別に貸し出し用として１台あ

り）しております。 

埼玉県の「埼玉県ＡＥＤ普及推進ガイドライン」に基づき、蓮田市もＡＥＤ普及啓発を行ってお

り、設置につきましては、自治体は公共施設へ、民間事業所は事業所の判断で設置となっておりま

す。今後も、埼玉県からの情報等を参考に、普及啓発を行ってまいります。 

なお、聞こえない方でも利用可能な液晶画面のイラストによる操作説明機能を備えたＡＥＤに

つきましては、蓮田駅西口行政センターに１台導入しております。 

18．中央公民館のコピーの利用に１枚１０円になり活動に支障が出ています。従前の料金に戻して

ください。 

（社会教育課 回答） 

中央公民館がこれまで行ってきたコピー方法（公民館利用者や市民から原稿をお預かりし、職員

が事務室内でコピーしてお渡しする）は原稿に個人情報が含まれていることがあるため、コイン式

のコピー機をロビーに設置し、自由にご利用いただくことといたしました。料金につきましては、

市内公共施設は１枚１０円となっております。ご理解いただきますようお願いいたします。 

コイン式コピー機の使い方につきましてご不明な点がございましたら、お手数ですが中央公民

館職員にお尋ねください。 

なお、３月末までは、移行期間として、引き続き窓口でもコピー等を承っております。 

防災対策 

19．防災計画の策定にあたっては障がい当事者の意見が反映されるよう、計画策定段階から参加で

きるようにしてください。 

（危機管理課回答） 
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蓮田市地域防災計画については、策定段階において、福祉担当各課を通して当事者の方の意見を

踏まえるとともに、パブリックコメント制度を実施し、令和４年３月に改定を行ったところです。 

今後も、このような計画を策定する際には、当事者の方の意見が反映されるような仕組みを講じ

てまいります。 

20．福祉避難所について障害者に周知してください。防災訓練における当事者の声を聴く機会を作

ってください。 

（危機管理課回答） 

福祉避難所は、災害等が発生した場合、必要に応じて二次的な避難所として開設されるものでご

ざいます。現在、蓮田市では、老人福祉センター、蓮田特別支援学校及びハストピア（総合文化会

館）の３箇所を指定し、市ホームページや地震ハザードマップなどで周知を図っております。今後

も、さらなる周知に努めてまいりたいと存じます。 

また、市総合防災訓練については、当事者の皆様のご意見を伺う機会を設けられるよう検討し、

可能な範囲で訓練にご意見を反映できるよう配慮してまいりたいと存じます。 

新型コロナウイルス関連 

コロナ関連全般 

21．主たる介護者がコロナウイルスに感染した場合、支援が必要な障害者を受け入れる施設を、蓮田

市内あるいは近隣に確保してください。検討の進捗状況を教えてください。 

（福祉課回答） 
介護者が病気などにより不在となるときに、短期間、施設で、支援や介護が受けられるサービス

としまして、短期入所が考えられます。短期入所には、障害者支援施設の提供する福祉型と、病院

などが提供する医療型があります。蓮田市内及び埼葛北地区地域自立支援協議会圏域内の短期入

所の状況は、７．でお答えしたとおりです。また、蓮田市が短期入所の施設を整備することは難し

いと考えております。 
新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況であることから、市といたしましても関係

機関と連携強化を図り、適切に対応できるよう努めてまいりたいと考えております。  
22．市は定期的に、障害者団体や施設・事業所の状況把握を行ってください。 

（福祉課回答） 

昨年度と同様の回答になります。状況把握としましては、随時、福祉課などにご相談いただけれ

ばと思います。本人やご家族、事業所等から相談いただき、職員が支援、対応した事例もございま

した。 

可能であれば、蓮田市障がい者団体連絡協議会様の定例会などで、各団体・事業所などの状況を

把握し、ご連絡いただけると幸いです。 

23．障害者にとって抗原検査キットの購入はかなりの負担になっています。障害者手帳所持者への

無料配布あるいは割引料金での抗原検査キットの購入を可能にしてください。 

（健康増進課回答） 

令和３年１２月２８日から、埼玉県では、感染に不安があり、発熱などの症状がない県民の方を

対象として、薬局等で無料の抗原検査及び PCR 検査を受けることができる事業を実施しておりま

す。 

市では、令和４年８月に埼玉県からの依頼により抗原検査キット無料配布事業を実施いたしま

したが、現在は、埼玉県の事業の周知、加えて薬局等での抗原検査キットの購入をご案内しており

ます。 

実態の把握等 

24．市内居住の視覚障害者の実態を把握して、安心して生活できる適切な対策を講じてください。 

特に、市役所や近隣商業施設を利用する視覚障害者等が、椿山橋と接する市役所入口交差点及び

県道 162 号線との交差点を渡る際、身の危険を感じています。これら交差点に音響式信号機が早

期に設置されるよう埼玉県岩槻警察署等へ働きかけて下さい。  
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（福祉課回答） 

視覚に障がいのある方への障害福祉サービスとして、障がい者等に同行し、移動に必要な情報を

提供するとともに、移動の援護や外出する際の必要な援助を行う同行援護があります。このサービ

スを利用していただくことが、安心して社会生活を送っていただくうえでの一助になっていると

考えております。 

また、視覚に障がいのある方は、音声を中心に情報を得ていることから、困っている人を見かけ

たら積極的に声がけしていけるよう、意識啓発を行っていくことが必要であると考えております。 

あわせて、点字ブロックの設置や段差解消等のハード面での整備も重要であると考えておりま

す。 

（自治振興課、道路課回答） 

音響式信号機を設置することについては、岩槻警察署を通して埼玉県警察本部の意見を確認し

なければなりません。蓮田市から岩槻警察署へは要望書を提出しました。 

  


